
 W E L F A R E  F O R  P E O P L E  W I T H  D I S A B I L I T I E S

障 が い 者 福 祉 事 業

有料道路割引制度

心 身 障 害 者 手 当

福祉タクシー料金
助成事業

在宅重度障害者手当

● 障がいのある方に対して、次のような制度があります

● 総合的に障がい者の地域での自立した生活を支援するため、次のような事業を実施しています

障がい者手当
名　　　称 対　　　象 内　　　容 手　　当　　月　　額

14,790円～34,050円
重度障がい者（身体･知的･精
神）で、常時特別な介護が必要
な方

特別障害者手当、障害児福祉
手当、経過的福祉手当
（2･5･8･11月に支給）

6,750円～15,500円

身体障害者手帳1～2級、療育手
帳A、身体障害者手帳3級で療
育手帳Bの重複障がいの方

在宅の重度障がいの方に支給
（特別障害者手当等の受給者
を除く）（4･8･12月に支給）

身体障害者手帳1～4級、
療育手帳A･B、精神障害者保
健福祉手帳1～3級

在宅の障がい者の方に支給
（3･9月に支給）

身体障害者手帳1～3級、療育手帳A･B、精
神障害者保健福祉手帳1～2級　2,000円
身体障害者手帳4級、精神障害者保健福祉
手帳3級　1,000円

福祉タクシー料金助成事業･有料道路割引制度
事　業　名 対　　　　　　象 内　　　　　　　　容

身体障害者手帳1～3級、療育手帳Ａ・Ｂ、精神障害者
保健福祉手帳1～2級、戦傷病者手帳特別項症～第5
項症、被爆者健康手帳をお持ちの方

タクシーを利用する場合、利用券１枚につき500円以内を
助成します（年24枚）。
利用券は、乗車１回につき2枚まで利用できます。

障がいのある方が自ら自動車を運転する場合または第１
種障がい者が乗車し、介護者が運転する場合に通行料金
が割引されます。
福祉課で、事前に申請が必要です。

身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方

種　類

介

護

給

付

訓
練
等
給
付

サ ー ビ ス 名 内　　　　　　　　　　　　　容
自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。居宅介護（ホームヘルプ）
重度の肢体不自由者、または重度の知的障がい、もしくは精神障がいにより行動上著
しい困難を有する障がい者であって常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排せ
つ、食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行います。

重度訪問介護

視覚障がいにより、移動に著しい困難を有する障がい者等につき、外出時において、
障がい者等に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護・援助を行
います。

同行援護

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な
支援、外出支援を行います。行動援護

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、排せつ、食
事の介護等を行います。短期入所（ショートステイ）

介護の必要性がとても高い人に、居宅介護等複数のサービスを包括的に行います。重度障がい者等包括支援
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護
および日常生活の世話を行います。療養介護

常に介護を必要とする人に、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創作的活動
または生産活動の機会を提供します。生活介護

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能または生活能力
の向上のために必要な訓練を行います。自立訓練（機能訓練・生活訓練）

一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識および能力の向
上のために必要な訓練を行います。就労移行支援

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識および能力の向
上のために必要な訓練を行います。就労継続支援（雇用型・非雇用型）

就労移行支援等を利用し、一般就労に移行した障がい者等で、就労に伴う環境変化により生活面
の課題が生じている人に、一定の期間にわたり事業所・家族との連絡調整等の支援を行います。就労定着支援

障害者支援施設やグループホーム等から地域での一人暮らしに移行した障がい者で、理
解力や生活力等に不安がある人に、一定の期間にわたり、定期的な巡回訪問や随時の対
応により、適時のタイミングで適切な支援を行います。

自立生活援助

特別障害者手当等

※特別障害者手当等および在宅重度障害者手当については、所得制限があります。

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。日中活動：昼間の活動を支援するサービスです
障がい福祉サービス

問合　福祉課福祉Ｇ
　　　☎24-1115
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～ 障 が い の あ る 方 々 を 支 え る ～

地域生活支援事業

種　類

介 護 給 付

訓練等給付

サ ー ビ ス 名 内　　　　　　　　　　　　　容

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。施設入所支援

事　　業　　名 対　　象　　者 内　　　　　　　容 料　　金　　等

原則、費用の1割負担
（所得制限あり）

身体障害者手帳をお持ちの方
難病患者等の方

身体機能の障がいを補う装具（日常生活を容
易にするための器具）の購入･修理･借受けに
要する費用を支給します。

補装具費支給事業

事　　業　　名 対　　象　　者 内　　　　　　　容 料　　金　　等

相談支援事業者において福祉に関する各般の
問題等につき相談に応じます。相談支援事業

無　料
聴覚・音声機能または言語機能の障がいのある
方に対し、手話通訳者・要約筆記者を派遣します。意思疎通支援事業

移動が困難な障がいのある方に対し、外出の
ための支援を行います。

障がいのある方の日中における活動の場のた
めの支援を行います。日中一時支援事業

在宅の障がいのある方に対し通所の場を設
け、機能回復訓練、創作的活動等の各種サー
ビスを提供することにより、自立生活を援助
します。

費用の1割負担
（生活保護受給世帯、市民税非
課税世帯については無料）

地域活動支援センター
事業

障がいのある方の障がいに応じ
ての給付(難病患者等を含む)

ストマ用装具・特殊寝台等の購入費用、住宅改
修費等を補助します。日常生活用具給付事業 

限度額10万円
（所得制限あり）

身体障がい者が就労・通院・通学
等のために自動車を必要とする
場合

障がいのある方がご自身で運転するための自
動車の改造に要する経費、運転免許取得に要
する経費を助成します。

自動車改造費･自動車
運転免許取得費の
助成事業

重度の下肢･体幹障がいの
方で、寝たきりの状態にある
方(難病患者等を含む)

移動入浴車を自宅に派遣します。訪問入浴サービス事業

日常生活上の援助等を行うとともに利用者のニーズに応じて食事等の介護を行い
ます。

共同生活援助
（グループホーム）

障がいのある方
(難病患者等を含む)

移動支援事業

居住支援：生活の場におけるサービスです

サ ー ビ ス 名 対　　　　象 内　　　　　　　　　　　　　容

就学前の障がい児が、保護者とともに、または児童のみで通い、日常生活にお
ける基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練などの療
育事業を行います。

就学している障がい児が、授業終了後または休業日に通い、生活能力の向
上のために必要な訓練や社会との交流の促進などの療育事業を行います。

重度の障がい児で、障がい児通所支援を利用するために外出が著しく困難
な障がい児に、居宅を訪問して発達支援を行います。

障がい児通所支援事業

補装具費支給事業

事　　業　　名 対　　象　　者 内　　　　　　　容 料　　金　　等

「費用額の基準」を上限に
購入額の1／3

身体障害者手帳の交付対象と
ならない軽度･中等度難聴児
の方（18歳未満）

補聴器購入費用等の一部を助成することによ
り、言語の発達や、学習の困難さの解消を支援
します。

軽度･中等度難聴児
支援事業

軽度・中等度難聴児支援事業

就学前の障がい児児童発達支援

放課後等デイサービス 就学している障がい児

重症心身障がい児等の重度の
障がい児

居宅訪問型児童発達
支援

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。
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社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者

負
担
額
の
軽
減
制
度

外
国
人
高
齢
者
福
祉
手
当

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

S E N I O R  C I T I Z E N  W E L F A R E  B U S I N E S S

地域包括支援センター

　地域包括支援センターでは、主任ケ
アマネジャー、社会福祉士、保健師な
どが、関係機関と連携を図りながら、
介護予防マネジメントや高齢者・家族
に対する総合相談、高齢者虐待防止事
業、権利擁護事業など、様々なサービ
スを利用できるよう、高齢者の皆さん
への支援を行っています。必要に応じ
て訪問による相談も実施しています。

北地域包括支援センター
古川町2-56（グループホームふるかわ隣）
☎22-4771
中地域包括支援センター
南新開町1-98（老人保健施設六寿苑隣）
☎23-3463
南地域包括支援センター
唐臼町半池72-6（特別養護老人ホー
ム恵寿荘内）　☎32-3066

活
動
の
流
れ

500
スタンプ数 交換ポイント
10～19
20～29 1，000
30～39 1，500
40～49 2，000
50～59 2，500
60～69 3，000
70～79 3，500
80～89 4，000
90～99 4，500
100～ 5，000

高 齢 者 福 祉 事 業

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

対
象
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護・介
護
予
防
短
期
入

　

所
生
活
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
地
域
密
着
型
通
所
介
護

・
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
 

　

ム
）

※
た
だ
し
、軽
減
す
る
旨
を
申
し
出
た
社
会

　

福
祉
法
人
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
限
り
ま

　

す
。　

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
大
正
15
年（
1
9

2
6
年
）4
月
1
日
以
前
に
出
生
し
た
方
で
、

公
的
年
金
等
の
受
給
を
し
て
い
な
い
方
に
対

し
、外
国
人
高
齢
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
介
護（
介
護
予

防
）サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額
の
4
分
の
1

（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
2
分
の
1
）を
軽

減
し
ま
す
。

対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
要
介
護
被
保

　

険
者
等
で
あ
り
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0
万
円
、

　

世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を

　

加
算
し
た
額
以
下

・
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で
3
5
0
万

　

円
、世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と
に
1
0

 

0
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

・
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に
活
用
で

　

き
る
資
産
が
な
い

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て

　

い
な
い

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、

　

旧
外
国
人
登
録
法
に
基
づ
き
登
録
を
さ
れ
、

　

平
成
24
年
7
月
9
日
以
降
引
き
続
き
、住

　

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

・
本
市
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い

　

る
※
た
だ
し
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に

　

入
所
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
給
し

　

て
い
る
方
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額　

1
カ
月　

5
0
0
0
円

　

こ
の
制
度
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
自
発
的
に
地
域

貢
献
を
し
な
が
ら
、ご
自
身
の
健
康
増
進
や

介
護
予
防
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
活
動
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
が
支
給
さ
れ
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
も
、こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
て
み
よ
う
と
い

う
方
も
、こ
の
制
度
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方（
津
島

　

市
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
）

活
動
内
容

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
機
関
等
で
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

1
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

　

録
を
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
」を
受
け
取

　

り
ま
す
。

2
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

指
定
さ
れ
た
施
設
や
団
体
な
ど
で
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
す
。

3
．手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
終
了
後
、活
動
先
施
設

　

な
ど
か
ら
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

　

ら
い
ま
す（
30
分
ご
と
の
活
動
で
1
ス
タ
ン

　

プ
、1
日
4
ス
タ
ン
プ
が
上
限
）。

4
．集
め
た
ス
タ
ン
プ
を
評
価
ポ
イ
ン
ト
に
交 

　

換

　

ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
手
帳
を
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
に
提
示
し
、評
価
ポ
イ
ン
ト
に
交

　

換
し
ま
す
。

5
．評
価
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

　

評
価
ポ
イ
ン
ト
を
1
ポ
イ
ン
ト
1
円
相
当

　

で
還
元
し
ま
す（
年
間
5
0
0
0
円
が
上

　

限
）。

※
評
価
ポ
イ
ン
ト
還
元
時
に
介
護
保
険
料
の

　

未
納
・
滞
納
が
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま

　

す
。な
お
現
金
で
は
な
く
、寄
付
ま
た
は
地

　

域
振
興
券
で
の
還
元
と
な
り
ま
す
。

問合　高齢介護課長寿福祉Ｇ
　　　☎24-1118
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高 齢 者 を 支 え る

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

ひとり暮らし老人登録

家
族
介
護
継
続
慰
労
金
支
給
事
業

事業により対象となる方が異なりますので、ご確
認ください。
①65歳以上のひとり暮らしの方
②世帯員が全て65歳以上で構成されている世帯
　の方
③世帯員が65歳以上と身体障害者手帳1級もしく
　は2級の方で構成されている世帯の方
④身体障害者手帳1級もしくは2級の方で構成さ
　れている世帯の方
⑤65歳以上の方で同居する方の就労等で日中ひ
　とりで生活する方

　登録をすると、病気などの緊急時
に、本人に代わり緊急連絡先に登録
してある方へ連絡をします。また、各
民生委員が日ごろから訪問等を通じ
て安否確認を行うこともあります。
対象　①に該当する方

高齢者配食サービス事業

　加齢、心身の障がい、傷病等により
食事の用意をすることが困難な高齢
者の方にお弁当（昼）の配達を行っています。
対象　①②③⑤いずれかに該当する方
配達日　祝日を除く、毎週月曜日から土曜日までの6
　日間のうち、心身の状況等により適当と認められる    
　食数を配達します。
利用料　1食300円または400円（所得状況により決定 
　します）

高齢者救急支援事業

　救急時の迅速な対応のために、【救
急あんしん君】とマグネットを無料で
配布しています。
「緊急連絡先」や「かかりつけ医」など
を記入した救急情報登録連絡書を容
器【救急あんしん君】に入れ、冷蔵庫
に保管していただきます。
対象　①～③いずれかに該当する方

緊急通報システム事業

　家庭内で急病などになったとき、緊急
通報装置本体のボタンを押すだけで、
緊急通報センターに通報できます。
対象　①～④いずれかに該当する方
利用料　所得税課税年税額に基づき
　決定します（ただし、生計中心者が
　所得税非課税の場合は無料）。
※利用にあたっては、緊急時に通報センターからの
　依頼により、利用者宅へ15分～20分程度で駆けつ
　けられる協力員の方3人（うち1人は、民生委員）の
　氏名･住所･連絡先等の登録が必要です。 ▲救急あんしん君

　

寝
具
の
洗
濯・乾
燥
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。

対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、市
内
に
居

　

住
し
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

・
世
帯
員
が
全
て
65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
て

　

い
る
世
帯
で
、介
護
保
険
で
要
介
護
度
1

 

〜
5
と
認
定
さ
れ
た
方

利
用
料　

無
料

※
申
請
方
法・実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、市
政

　

の
ひ
ろ
ば
7
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
な
ど
の
介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

市
内
居
住
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

　

る
方

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非

　

課
税
世
帯
の
方

・
介
護
保
険
で
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
と
認

　

定
さ
れ
た
方
を
、在
宅（
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

　

齢
者
向
け
住
宅
を
除
く
）で
介
護
さ
れ
て
い

　

る
家
族
の
方

支
給
限
度
額　

年
間
6
万
円

※
申
請
方
法・実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、市
政

　

の
ひ
ろ
ば
6
月
号
お
よ
び
12
月
号
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
と
認

定
さ
れ
た
方
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
に
対
し
、慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
。

対
象　

介
護
保
険
で
要
介
護
度
4
ま
た
は
5

 

と
認
定
さ
れ
た
方
で
、介
護
保
険
料
の
滞

　

納
が
な
く
、市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅

　

高
齢
者
で
あ
っ
て
、過
去
1
年
間
介
護
保
険

　

サ
ー
ビ
ス（
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
、年

　

間
1
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

　

用
を
除
く
）を
受
け
な
か
っ
た
方
を
現
に
介

　

護
し
て
い
る
家
族
の
方　

支
給
額　

10
万
円　

S E N I O R  C I T I Z E N  W E L F A R E  B U S I N E S S

～ 高 齢 者 の 生 活 を 支 援 す る ～
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い
る
父
ま
た
は
母
、あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給

し
ま
す
。

　

な
お
、受
給
か
ら
5
年
を
経
過
し
た
方
で
、

未
就
労
な
ど
の
場
合
に
支
給
額
が
2
分
の
1

に
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

　

い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
D
V
防
止
法
に
お
け
る
保

　

護
命
令
を
裁
判
所
か
ら
受
け
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
児
童

・
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
お
よ
び
母
が
不
明
で
あ
る
児
童

手
当
月
額

・
子
ど
も
が
1
人
の
場
合

　

全
部
支
給 
4
万
2
9
1
0
円

　
一
部
支
給
4
万
2
9
0
0
円
〜
1
万
1
2

　

0
円

・
子
ど
も
2
人
目
の
加
算
額

　

全
部
支
給 

1
万
1
4
0
円

　

一
部
支
給 

1
万
1
3
0
円
〜
5
0
7
0
円

・
子
ど
も
3
人
目
以
降
の
加
算
額（
1
人
に
つ

　

き
）

　

全
部
支
給 

6
0
8
0
円

　

一
部
支
給 

6
0
7
0
円
〜
3
0
4
0
円

　　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下（
18
歳

到
達
の
年
度
の
末
日
）の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
ま
た
は
母
、あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給
し

　　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

手
当
額（
児
童
1
人
あ
た
り
・
月
額
）

・
3
歳
未
満　
　

1
万
5
0
0
0
円

・
3
歳
以
上
小
学
生
以
下

　

第
1
・
2
子　

  

1
万
円

　

第
3
子
以
降　

1
万
5
0
0
0
円

・
中
学
生　
　
　

1
万
円

・
所
得
制
限
対
象
者

　

児
童
1
人
あ
た
り　

5
0
0
0
円

※
支
払
い
時
期
に
つ
い
て
は
、左
表
の
と
お
り

　

で
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下（
18
歳

到
達
の
年
度
の
末
日
）の
児
童（
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
と
き
は
、20
歳
未
満
）を
監
護
し
て

ま
す
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

　

い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
D
V
防
止
法
に
お
け
る
保

　

護
命
令
を
裁
判
所
か
ら
受
け
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
児
童

・
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
1
年
以
上
行
方

　

不
明
で
あ
る
児
童

手
当
額（
児
童
1
人
あ
た
り
・
月
額
）

・
県
遺
児
手
当　

4
3
5
0
円

　
（
支
給
期
間
は
5
年
間
。た
だ
し
、4
年
目

　

か
ら
2
年
間
は
半
額
）

・
市
遺
児
手
当　

2
0
0
0
円

　
（
支
給
期
間
は
5
年
間
）

　

身
体
ま
た
は
、精
神
に
中
度・重
度
の
障
が

い
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
、あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給

し
ま
す
。　

手
当
額（
児
童
1
人
あ
た
り
・
月
額
）

・
1
級　

5
万
2
2
0
0
円

・
2
級　

3
万
4
7
7
0
円

　　

母
子
家
庭
の
母
親
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

親
の
方
が
就
職
に
役
立
つ
技
能
や
資
格
の
取

得
の
た
め
各
種
講
座
を
受
講
し
た
り
、各
種

学
校
な
ど
の
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に

支
給
し
ま
す
。事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

・
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

指
定
の
職
業
能
力
開
発
講
座
を
受
講
後
に

支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

講
座
受
講
料
の
6
割
相
当（
上
限

　

は
20
万
円
×
修
業
年
数（
最
大
4
年
））

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
に
つ
い
て

　

就
職
に
有
利
な
資
格
取
得（
看
護
師
、介
護

福
祉
士
、保
育
士
等
）の
た
め
に
1
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

・
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

支
給
期
間　

修
業
期
間
の
全
期
間（
上
限
4

 

年
）

支
給
月
額　

10
万
円（
市
民
税
非
課
税
世
帯
）、

　

7
万
5
0
0
円（
市
民
税
課
税
世
帯
）

　

た
だ
し
、最
後
の
12
カ
月
に
つ
い
て
は
4
万

　

円
増
額
。

・
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

　

修
業
期
間
修
了
後
、一
定
要
件
を
満
た
す

場
合
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

5
万
円（
市
民
税
非
課
税
世
帯
）、

　

2
万
5
0
0
0
円（
市
民
税
課
税
世
帯
）

　

母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、寡
婦
の
方
の
生
活

の
安
定
と
児
童
の
福
祉
増
進
の
た
め
、暮
ら
し

に
必
要
な
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

　

の
い
な
い
方
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　

子
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児
童

・
か
つ
て
配
偶
者
の
な
い
女
子
と
し
て
20
歳
未

　

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
配

　

電   話

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

所
得
制
限
あ
り

遺
児
手
当

所
得
制
限
あ
り

特
別
児
童
扶
養
手
当

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金
制
度

所
得
制
限
あ
り

児童手当などを受給
するには手続きが必
要です。支給要件に
該当したときは、速や
かに手続きをしてく
ださい。

該当月 支払日

6月10日㈪2月～5月分 

10月～
翌年1月分

翌年
2月10日㈪
 

6月～9月分 10月10日㈭

C H I L D  W E L F A R E  B U S I N E S S

児 童 福 祉 事 業 問合　子育て支援課
　　　☎24-1120 ☎24-1121
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児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
、保
育
所
や
施
設
で
養
育
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
労
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
一
時
的
な
保

育
や
保
護
者
の
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て

緊
急
・一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。ま
た
保
護
者

の
育
児
に
伴
う
心
理
的・肉
体
的
負
担
を
解
消

す
る
た
め
に
保
育
を
必
要
と
す
る
生
後
43
日

以
降
で
就
学
前
の
児
童
を
一
時
的
に
保
育
し

ま
す
。

実
施
施
設　

共
存
園
保
育
所
、新
開
保
育
園
、

　

東
愛
宕
保
育
園
、神
島
田
保
育
園
、蛭
間
保

　

育
園

利
用
期
間　

1
カ
月
に
14
日
以
内

保
育
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

　

分（
た
だ
し
、土
曜
日
は
、午
前
8
時
30
分

　

〜
午
後
0
時
30
分
）

蛭
間
保
育
園
は
平
日
午
前
8
時
〜
午
後
4
時

手
数
料　

1
日
1
5
0
0
円

※「
つ
し
ま
子
育
て
応
援
券
」使
用
可
。

　

保
護
者
が
疾
病
な
ど
の
理
由
で
児
童
を
一

時
的
に
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、そ
の

児
童
を
短
期
間
施
設
な
ど
で
保
護
し
ま
す
。

実
施
施
設　

あ
い
さ
ん
テ
ラ
ス（
津
島
市
）、衆

　

善
会
乳
児
院（
名
古
屋
市
）、溢
愛
館（
犬
山

　

市
）

利
用
期
間　

7
日
以
内

手
数
料　

1
日
6
3
0
0
円
以
内

　

偶
者
の
な
い
方
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　

子
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児
童

内
容

　

事
業
開
始
資
金
、事
業
継
続
資
金
、技
能
習

得
資
金
、就
職
支
度
資
金
、住
宅
資
金
、転
宅

資
金
、医
療
介
護
資
金
、生
活
資
金
、結
婚
資

金
、修
学
資
金
、就
学
支
度
資
金
、修
業
資
金

※
福
祉
資
金
貸
付
申
請
書
の
提
出
時
期
は
左

　

表
の
と
お
り
で
す
。

　

　

日
曜
・
祝
日
の
日
中
、保
護
者
が
就
労
の
た

め
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
と
き
に
保
育
所

で
保
育
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
市
内
保
育
所
等
に
入
所

　

し
て
い
る
児
童

実
施
施
設　

東
愛
宕
保
育
園

保
育
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

　

分（
た
だ
し
、12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
除

　

く
）

利
用
料　

無
料

　

児
童
が
病
気
の
時
に
、保
護
者
が
や
む
を

え
な
い
理
由
で
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場

合
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
施
設　

神
島
田
保
育
園
病
児・病
後
児

　

保
育
室

利
用
日　

月
〜
金
曜
日（
休
園
日
を
除
く
）連

　

続
し
て
5
日
間
以
内

利
用
時
間　

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

対
象　

市
内
在
住
の
生
後
6
カ
月
〜
小
学
6

 

年
生
の
児
童

利
用
料　

1
日
1
5
0
0
円

※
ご
利
用
に
は
事
前
登
録
と
診
療
情
報
提
供

　

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※「
つ
し
ま
子
育
て
応
援
券
」使
用
可
。

電   話

一
時
預
か
り
事
業
と
子
育
て

支
援
短
期
利
用
事
業

休
日
保
育
事
業

病
児·

病
後
児
保
育
事
業

活
動
の
流
れ

一
時
預
か
り
事
業

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

申請書提出期限

6月21日㈮

9月6日㈮

10月25日㈮

11月29日㈮

12月20日㈮

翌年1月31日㈮

翌年4月17日㈮

8月下旬

11月下旬

翌年1月上旬

翌年2月上旬

翌年3月上旬

翌年4月下旬

翌年6月下旬

9月2日㈪

12月2日㈪

翌年1月17日㈮

翌年2月17日㈪

翌年3月17日㈫

翌年5月上旬

翌年7月上旬

貸付金決定時期 貸付金支払日

C H I L D  W E L F A R E  B U S I N E S S

～ 子 ど も た ち が 健 や か に 育 つ よ う に ～
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